
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）50，89－90（1997）

小麦の粒質によるモチ性種子の簡易選抜法

吉川　　亮・八田　浩一・伊藤　誠治■・中村　和弘

（東北農業試験場・＊北陸農業試験場）

A Simplified Selection Method ofWaxy Seed by Grain Texturein Wheat

Rvo YcSHIKAWA．KoichiHA・rTA，SeijiITO●and Kazuhiro NAKAlUHA

霊こ。）
Tohoku National Agricultural Experiment Sta，tion．

■Hokuriku NationalAgriculturalExperiment

1　は　じ　め　に

Hoshinoら（1996）1）は，1995年に関東107号／自火の

組合せから，半数体育種法により，世界で初めてのモチ性

小麦である2系統を育成した。しかし，この2系統は播性

がⅡ，Ⅱで，従来東北地域で栽培されているキタカミコム

ギ，ナンブコムギのVに比べて低いため，耐寒雪性は十分

でなかった。このため．寒冷地向けの耐寒雪性の強い，耐

病性，早生，多収のモチ性小麦品種の早期育成が要望され

ている。そこで，本報では，初期世代に適用できる．原粒

の粒質によるモチ性の簡易選抜法について検討した。

2　試　験　方　法

（1）モチ・ウルチ性と粒質との関係

供試材料として，表1に示した春播栽培した17組合せの

F2種子を用いた。モチ・ウルチ性は種子の胚乳切断面を

表1　F2種子におけるモチ・ウルチ性及び粒質の分離

ヨウ素ヨウ化カリウム水溶液（0．2％Ⅰ2－2％KI）で染

色して調査し，赤褐色のものはモチ性，黒青色はウルチ性

と判定したl）。また．同時に拉質の分離を調査し一粒質は

肉眼観察で硝子質，中間質，粉状質の3つに大きく分類し

た。

（2）粉状質拉選抜によるモチ性の間接選抜効果

春播栽培22組合せのF2種子と，秋播栽培3組合せのF3

種子を用いて粉状質拉のみを選抜し，上記の方法でモチ・

ウルチ性を調査し，モチ性比率（100×（モチ性拉致／全校

数））を算出した。

3　試験結果及び考察

（1）モチ・ウルチ性と拉質との関係

表1に，モチ・ウルチ性及び粒質の分離を示した。申交

配の組合せは，モチ・ウルチ性の分離比により，大きくA，

B，Cの3つのグループに分けた。モチ・ウルチ性の分離
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比は．A群ではウルチ：モチが3：1に，B群では15：1

に，C群は63：1になった。この結果，A群のウルチ惟品

種である農林67号2－，チクゴイズミなどはWxタンパク質

が2つ欠失し，B群の東北207号．Halberdなどは1つ欠

失しているが．C群の東北198号，アサカゼコムギはWX

タンパク質の欠矢がないと考えられる。このため，モチ・

ウルチ性の分離比から，片親のウルチ性品種が持つWxタ

ンパク質を支配するWx遺伝子数が推定できると考えられ

る。

D群は三系交配で，そのうちの上の3組合せはモチ性と

ウルチ性の単交配にモチ件を交配したものだが，モチ・ウ

ルチ性の分離比は期待どおり3：1になった。

次に，ウルチ性，モチ性別に粒質の分離をみると，ウル

チ性ではほとんど硝子質粒で占められ，全組合せの合計の

比率は，硝子質が89％と高い出現頻度に対し，中間質は10

％と低く，粉状質は1％に過ぎなかった。一方，モチ性で

は全組合せとも硝子質粒は全く見られず，ほとんどが粉状

質粒であった。全組合せ合計の比率は，粉状質96％と極め

て高いのに対し，中間質が4％と低く，硝子質は0％であっ

た。

また，粉状質の拉致についてウルチ性とモチ件を比較す

ると，モチ性の出現頻度の低いC群の組合せを除いて、圧

倒的にモチ性の方が多かった。全組合せ合計では，モチ性

は453棺と多いのに対し，ウルチ性がわずか39粒に過ぎな

かった。

Hoshinoら（1996）】）も．関東107号／自火の組合せの

F2挿子から粉状質粒だけを選抜すると∴無選抜のものよ

り高い頻度でモチ性のものが出現すると報告している。

以上を総合すると，モチ性は粒質の粉状質と密接に関係

していると考えられる。今後，モチ性が粉状質になるメカ

ニズムを解明する必要がある。

（2）粉状質拉選抜によるモチ性の間接選抜効果

モチ性と拉質との密接な関係がみられたので∴粉状質の

みを選抜して，モチ性の間接選抜効果を検討した（表2）。

モチ性比率は，モチ性とウルチ性の単交配では，F2種子

は60－100％で平均77％と高く，FJ種子では32－81％で平

均55％とやや高かった。また，その単交配のF．とモチ性

との三系交配のF2種子でも71－100％で平均85％と高かっ

た。一方，その単交配のFlとウルチ性との三系交配のF2

種子では5－80％で平均32％と，上記の交配組合せよりモ

チ性比率が低かった。

粒質による選抜を行わず，無作為に粒を選抜した場合，

F2種子でのモチ性比率は理論上最小1／64（1．6％）から

最大1／4（25％）である。本試験では，粉状質粒の選抜

により，ほとんどの組合せで25％以上のモチ性比率が得ら

れた。

以上の結果から，FZ・F。種子の初期世代に粉状質粒を

選抜することにより，特にモチ性を片親に用いた単交配や

その単交配のFlとモチ性を交配した三系交配においては，

モチ性種子を高い確率で簡易に間接選抜できると考えられ

る。

4　ま　と　め

モチ性は原粒の粉質の粉状質と密接な関係がみられた。

また，F2・F。種子の初期世代に粉状質粒を選抜すること

により，モチ惟種子を高い確率で簡易に間接選抜できると

考えられる。
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表2　F2・FJ種子の粉状質粒選抜によるモチ性の間接選抜効果

交　配　組　合　せ　　　　　　　　　　世　　代　　　組合せ数　　　　モチ性比率（％）
レンジ　　　　平　均

モチ／ウルチ又はウルチ／モチ

ウルチ／モチ

モチ／／モチ／ウルチ又はモチ／ウルチ／／モチ

ウルチ／／モチ／ウルチ又はモチ／ウルチ／／ウルチ

60～100　　　　　77

32－　81　　　　　55

71～100　　　　　85

5～80　　　　　32

注．F2は春播栽培，Fjは秋播栽培。
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